
学科等 理学療法 必修 履修年次 2

曜日・時限等 単位数 1

授業形態 実験・実習 オフィスアワー

準備学習 毎回の授業の到達目標と学習内容を十分に理解しておくこと。

科目名 AT見学実習
教員名

永井　智
鈴木康文

他
時間割表参照

（科目番号） (時間割参照) 木2　A305研究室

授業概要 スポーツ活動現場でのJSPO-ATの役割（コンピテンシー・業務）について見学する。

目的・目標
目的：JSPO-ATの役割（コンピテンシー・業務）についてスポーツ現場等で学ぶ機会を提供し、JSPO-
ATのコンピテンシーの習得に必要な技能を身につけることを目的とする。
目標：・JSPO-ATがどのような役割を担い、どのような能力が必要かを説明できる。

授
業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

オリエンテーション
　・AT見学実習の目的および概要の説明
　・実習関係書類の作成、事務手続き等
　・その他、実習を行う上で必要な事項

AT見学実習
　・スポーツ現場活動にて、現場実習指導者のもと見学実習を行う。
　到達目標
　・見学を通して、JSPO-ATに求められるコンピテンシーや専門性を説明できる。
　・JSPO-ATが実際に行っている業務や対応について、目的や意図を踏まえて整理・説明できる。
　・見学で得た学びを振り返り、自身の課題や今後の学習目標を明確にする。

報告会
　・AT見学実習で学んだ内容について報告会を行い、自身の発表とメンバーの報告を聞いてさらに理
解を深　　　める

成績評価の
方法・基準

課題の提出物（実習報告書，指定課題）50％＋実習報告会50％　※対面・オンライン共通

教員からの
メッセージ

見学実習の場所・時間は変更となる場合があります。Classroomを通じて連絡をしますので，確認して下さい．
実習中の担当教員は実習オリエンテーション時に発表します。各自、担当教員と相談し、打ち合わせをして下さ
い。なお、実習報告書及び指定課題は、実習報告会にて使用後返却します。
オンライン授業に伴い授業計画に変更がある場合は、オンラインクラスで変更のシラバスを周知します。

教科書

参考図書


